
Q

Q

Q

Ａ
組
織
改
編
は
、
世
界
遺
産
登

録
を
見
据
え
た
商
工
と
観
光

の
連
携
強
化
や
業
務
実
態
上
必
要

な
最
小
限
の
改
編
を
行
う
も
の
で

あ
る
が
、
当
初
は
、
特
に
子
ど
も
課

の
新
設
に
よ
り
子
育
て
支
援
の
充

実
を
主
眼
に
改
編
を
行
う
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
支
所
・
出
張
所
の
あ
り

方
は
、
い
ま
だ
に
方
向
性
が
示
さ

れ
ず
、
産
業
振
興
公
社
の
進
捗
に

つ
い
て
も
説
明
は
な
い
。

　

説
明
の
た
び
に
内
容
が
変
わ
り
、

本
当
に
行
政
組
織
内
で
熟
慮
さ
れ

た
結
果
な
の
か
不
信
感
を
感
じ
る
。

今
後
の
全
体
的
な
組
織
改
編

は
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
の

改
編
と
し
、
12

月
議
会
に
上
程
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
民
か

ら
の
理
解
が
得
ら
れ
る
組
織
と
な

る
よ
う
説
明
責
任
を
果
た
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

　

委
員
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
考
え
る
と
、
な
お
不
信
感
が

残
る
な
ど
厳
し
い
意
見
が
あ
っ
た
。

行
政
改
革
や
行
政
組
織
の
あ
り
方

は
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
関
わ
る

こ
と
で
あ
り
、
特
に
子
育
て
支
援
、

人
口
減
少
対
策
な
ど
総
合
戦
略
、

総
合
計
画
に
基
づ
く
人
事
配
置
で

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
今
後
、

そ
の
点
が
十
分
に
伝
わ
る
よ
う
に

申
し
添
え
た
。

【
総
務
部
行
革
推
進
課
】

▼
歳
入
の
市
債
に
つ
い
て

合
併
特
例
債
の
発
行
額
及
び

残
額
に
つ
い
て
。

平
成
28

年
度
当
初
予
算
計
上

時
点
で
の
発
行
額
は
、
建
設

事
業
充
当
分
で
1
3
7
億
3
千

7
1
0
万
円
、
基
金
積
み
立
て
が

15

億
5
4
0
万
円
で
、
残
額
は
平

成
29

年
度
発
行
額
も
含
め
、
今
後

建
設
事
業
に
充
当
可
能
分
が
31

億

3
千
4
0
0
万
円
、
基
金
分
が
７

億
5
千
2
9
0
万
円
で
あ
る
。
積

み
立
て
た
基
金
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
事
業
に
使
用
可
能
で
、
今
後

の
総
合
戦
略
の
財
源
に
も
充
当
可

能
で
あ
る
。

　

合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
は
残

り
３
年
程
度
で
あ
り
有
効
に
活
用

す
る
よ
う
に
。

【
財
務
部
企
画
財
政
課
】

▼
平
戸
の
魅
力
発
信
事
業
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
製
と
の
こ
と

だ
が
、
多
く
の
自
治
体
が
Ｐ
Ｒ
動

画
作
製
に
取
り
組
み
競
争
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
ド
ロ
ー
ン
や
船
舶

を
利
用
し
平
戸
市
の
魅
力
を
最
大

限
に
発
信
で
き
る
動
画
作
製
が
必

要
で
あ
る
が
、
こ
の
程
度
の
金
額
で

は
中
途
半
端
な
も
の
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
予
定

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、

他
の
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
動
画
作
製
の

経
験
も
あ
り
、
協
力
を
も
ら
え
る

人
材
も
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

予
定
す
る
動
画
作
製
の
構
想
が
あ

る
た
め
、
こ
の
金
額
で
取
り
組
む

こ
と
と
が
で
き
る
。

　

動
画
に
よ
る
地
域
の
魅
力
の
発

信
は
、
地
域
に
人
を
呼
び
込
む
た

め
に
は
大
変
効
果
的
で
あ
り
、
今

後
も
こ
う
し
た
分
野
に
は
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

【
総
務
部
行
革
推
進
課
】

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
導
入
事
業

（
起
業
支
援
補
助
金
）
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
任
期

満
了
後
も
市
内
に
定
住
す
る

た
め
の
起
業
を
支
援
す
る
補
助
金

に
定
住
期
間
の
要
件
は
あ
る
の
か
。

補
助
を
受
け
た
後
５
年
間
定

住
す
る
こ
と
が
条
件
。
５
年

以
内
に
市
外
へ
転
出
し
た
場
合
は

補
助
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
返

還
し
て
も
ら
う
。

　

一
部
返
還
の
要
件
が
明
確
に
で

き
て
い
な
い
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け

る
た
め
に
、
施
行
前
に
明
確
に
す

る
よ
う
に
。

【
総
務
部
地
域
協
働
課
】

▼
交
通
船
事
業
会
計
繰
出
金
（
新

　

船
建
造
に
要
す
る
経
費
）
に
つ

　

い
て平

成
29

年
度
か
ら
の
２
カ
年

で
予
定
し
て
い
る
大
島
フ
ェ
リ

ー
建
造
に
係
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
で
、
そ
の
財
源
は
辺
地
債
の

予
定
だ
が
、
辺
地
債
に
は
一
定
の
枠

が
あ
る
た
め
借
り
ら
れ
な
い
と
き
は

ど
う
す
る
の
か
。

辺
地
債
の
枠
が
不
足
す
る
場

合
は
、
国
・
県
と
も
協
議
し

過
疎
債
と
の
併
用
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
辺
地
債
、
過
疎
債
の
枠
が

共
に
不
足
す
る
場
合
は
企
業
債
を

借
り
る
。【

総
務
部
地
域
協
働
課
】

▼
平
成
29
年
度
平
戸
市
宅
地
開
発

　

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
分
譲
地
の
販

売
が
進
ん
で
い
な
い
が
、
建
売

Ａ

Ａ Ａ

QQ ＡＡ

Q

Q

QQ

Q

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ Ａ
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総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
議
案
第
１
号
「
行
政
組
織

　

改
編
に
伴
う
関
係
条
例
の

　

整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

　

定
に
つ
い
て
」

●
議
案
第
24
号
「
平
成
29
年

　

度
平
戸
市
一
般
会
計
予
算
」

●
議
案
第
24
号
「
平
成
29
年
度

　

平
戸
市
一
般
会
計
予
算
」

委員会報告

●各常任委員会へ付託された件数●

　総務委員会　　　・議案　12件

　産業建設委員会　・議案　17件

　文教厚生委員会　・議案　16件　

●
議
案
第
10
号
「
平
戸
市
（
仮

　

称
）
「
平
戸
観
光
交
流
セ
ン

　

タ
ー
（
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
整

　

備
活
用
検
討
委
員
会
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て
」

住
宅
と
し
て
販
売
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
が
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

市
内
業
者
に
以
前
、
話
を
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
実
現
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
現
在
は
近
く

に
企
業
用
地
の
整
備
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
社
宅
用
地
に
活
用
で
き

な
い
か
企
業
誘
致
担
当
部
署
と
も

連
携
し
取
り
組
み
た
い
。

【
田
平
支
所
】

同
委
員
会
の
中
で
、
施
設
機

能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
未
来

創
造
館
の
補
完
的
役
割
を
担
う
も

の
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
意
見
も
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

そ
の
点
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

そ
の
よ
う
な
前
提
と
な
る
も

の
は
一
切
な
く
、
改
め
て
検

討
委
員
会
に
お
い
て
説
明
し
て
い

き
た
い
。 

同
委
員
会
で
は
全
て
を

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
と
し
、
種
々
意
見
を

聞
き
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
方
向
性

を
検
討
・
決
定
し
て
い
き
た
い
。

【
文
化
観
光
部
観
光
課
】

使
用
料
の
値
上
げ
と
な
る
が
、

な
お
厳
し
い
事
業
実
施
が
見

込
ま
れ
る
。
平
成
29

年
度
の
取
り

組
み
は
。

機
能
診
断
調
査
・
最
適
整
備

構
想
を
策
定
し
、
慣
例
に
捉

わ
れ
ず
業
務
内
容
や
手
法
を
見
直

し
効
率
化
を
図
り
、
引
き
続
き
加

入
促
進
に
取
り
組
む
。

【
生
月
支
所
】

▼
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
管
理
運
営

　

事
業
に
つ
い
て

４
５
０
万
円
の
増
額
補
正
が

熊
本
地
震
の
影
響
が
要
因
だ

っ
た
と
は
い
え
適
正
で
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
他
の
指
定
管
理
と
の
整
合

性
が
保
て
て
い
る
の
か
。

契
約
書
に
変
更
条
項
が
設
け

ら
れ
て
い
る
が
、
安
易
に
応

じ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
今

回
は
熊
本
地
震
と
い
う
不
可
抗
力
、

そ
れ
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
入
館

者
の
減
少
を
、
指
定
管
理
者
が
努

力
し
て
も
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

旅
行
形
態
の
変
化
（
団
体
か
ら

個
人
へ
の
移
行
）
に
対
応
で
き
て

い
た
の
か
と
い
う
根
本
的
問
題
も

あ
る
。
営
業
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
も

見
直
し
、
指
摘
・
検
討
事
項
を
経

営
・
運
営
に
反
映
さ
せ
る
努
力
を

求
め
た
。

【
文
化
観
光
部
文
化
交
流
課
】

▼
水
産
物
流
通
改
善
対
策
特
別
プ

　

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
に
つ
い
て

生
月
漁
協
に
続
き
平
戸
市
漁

協
に
ブ
ラ
イ
ン
凍
結
機
を
設

置
す
る
目
的
は
何
か
。

漁
協
直
営
の
食
堂
や
、
直
売

所
で
来
店
客
に
活
き
イ
カ
を

食
べ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
お
土
産

用
と
し
て
ブ
ラ
イ
ン
凍
結
し
た
イ

カ
の
販
売
を
試
み
る
こ
と
。
市
内

の
ホ
テ
ル
や
旅
館
・
飲
食
店
な
ど

と
連
携
を
深
め
、
ブ
ラ
イ
ン
凍
結

し
た
イ
カ
類
の
利
用
促
進
と
各
漁

協
の
取
り
組
み
強
化
に
よ
り
販
路

が
広
が
り
、
そ
の
可
能
性
を
各
漁

協
に
認
識
し
て
も
ら
う
狙
い
が
あ

る
。　
　

【
産
業
振
興
部
水
産
課
】

▼
長
崎
と
天
草
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連

　

歴
史
文
化
遺
産
群
事
業
に
つ
い
て

平
成
30

年
度
登
録
を
見
据
え

た
周
遊
対
策
や
環
境
整
備
を

図
る
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

が
、
予
算
を
多
額
に
か
け
る
以
上
、

今
回
は
登
録
へ
の
手
ご
た
え
が
確

か
に
あ
る
の
か
。

イ
コ
モ
ス
の
助
言
・
指
摘
を

受
け
た
上
で
再
申
請
し
て
お

り
、
登
録
を
確
信
し
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　

試
験
的
に
行
う
事
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
効
果
・
課
題
を
き
ち
ん

と
検
証
し
、
戦
略
性
を
高
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　

【
文
化
観
光
部
観
光
課
】

▼
都
市
公
園
管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て

都
市
公
園
の
借
地
料
は
。

市
内
６
カ
所
に
設
置
し
て
い

る
都
市
公
園
（
亀
岡
・
崎
方
・

田
助
・
天
満
・
金
比
羅
・
丸
山
）

の
う
ち
、
借
地
料
の
か
か
る
亀
岡

公
園
・
崎
方
公
園
は
、
１
平
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
の
単
価
が
10
・
5

円
で
あ
る
。

　

他
の
公
園
等
の
借
地
料
と
比
べ

る
と
開
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
適

正
な
単
価
で
あ
る
の
か
、
ま
ず
は

調
査
し
統
一
化
に
む
け
検
討
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

【
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
課
】

田
平
町
古
梶
免
に
予
定
さ
れ

て
い
る
整
備
計
画
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

当
初
の
予
定
よ
り
遅
れ
た
が
、

最
終
的
な
工
業
団
地
の
分
譲

開
始
は
、
造
成
工
事
の
完
了
後
の

確
定
測
量
や
登
記
を
経
て
、
平
成

30

年
度
末
ご
ろ
を
計
画
し
て
い
る
。

【
産
業
振
興
部
商
工
物
産
課
】

休
館
日
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い

が
、
利
用
者
の
利
便
性
を
考

慮
す
る
と
、
土
・
日
・
祝
日
も
開

館
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

関
係
課
と
の
協
議
も
必
要
で

あ
る
た
め
、
６
月
定
例
会
を

目
処
に
調
整
を
図
り
た
い
。

　

今
回
は
、
議
案
の
上
程
に
当
た

り
、
関
係
課
と
の
協
議
不
足
を
感

じ
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
苦
言
を
呈
し
た
。

【
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
】

　

●
議
案
第
18
号
「
平
戸
市
農
業

　

集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て
」
お
よ
び

　

「
平
成
29
年
度
平
戸
市
農
業
集

　

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
」

●
議
案
第
21
号
「
平
成
28
年
度

　

平
戸
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

（
第
７
号
）」

●
議
案
第
33
号
「
平
成
29
年

　

度
平
戸
市
工
業
団
地
事
業

　

特
別
会
計
予
算
」

●
議
案
第
14
号
「
平
戸
市
公
民

　

館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
とかいせん2017. ５. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん
13

2017. ５. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん
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